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SZG（準構造化天井用下地）について、特長・用途・部材の詳細

実大加振台による耐震性試験 [ 京都大学 ]
※1 準構造化天井：音響性能等の要求から特に重量のある天井を実現する場合は、下地か
　　ら天井面そのものまでを「構造」として設計施工し、仕上げ面が必要な場合は安全性
　　評価法を用いて軽量柔軟な天井を設ける(日本建築学会 天井等の非構造部材の落
　　下に対する安全対策指針・同解説)
※２ 直天井と認められるのは、上部主体構造と天井部分が一体となって動くとみなされる
　　場合で、一般的に固有周期が0.1秒以下の構造が直天井としてみなされています
　　（(一社)日本建築構造技術者協会 設計者のための見落としてはならない非構造部材）
※３ (右記)実大加振試験参考データ

●ホール　●商業施設　●学校施設　●体育施設
●病院　　●避難施設　　　　　　　　　　　　など
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実大加振台試験

SZG支持材 SZG固定金具用ボルトSZG固定金具 野縁

※1 シルタップ（同梱）
※ 2  リブ付ワンタッチ（同梱）
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製品紹介 10 SZG（準構造化天井用下地）
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               準構造化天井を実現する             専用天井下地「SZG」
部材構成一覧

対応の流れ

参考図

設計例(天井固有周期の算定)部材の詳細

施工方法
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❶天井下地を設けるための主体構造部（ブドウ棚等）を
準構造として設計願います。

❷主体構造部（ブドウ棚等）と天井板を繋ぐ天井下地材
SZGの設置をご検討願います※。

※設計条件が既往の仕様や試験データに適合しない場合は特注
仕様の検討・加振試験・ユニット試験等の実施が必要になる場
合があります（費用別途）

・SZG専用の各部材と異なるものを用いた設計・施工は実施しないようにしてください。
・主体構造部（ブドウ棚等）は準構造として設計されたものとしてください。支持構造部の形状は
 C-100×50×20となります。異なる場合はお問合せください。
・照明設備等天井面に設置される設備の耐震補強は別途実施願います。
・施工に際しては当社標準施工要領書に基づいた施工計画書を作成し施工確認を実施してください。
・建築確認申請等において、特定天井としない天井とするには各審査担当の承認を得てください。
・音響設計においては音響設計者との協議の上仕様検討を実施してください。

◆野縁方向

◆野縁受け方向

■SZG固定金具の取付について（SZG支持材の調整高さ範囲※ ）mm523～86 ： 

※支持構造部材下端から野縁下端までの長さ

耐震クリップW CW-25

SZG支持材

SZG固定金具CC-25

10
0

30
0以

内
25

68
～
32
5

900以内 900以内 900以内

C-100x50x20

振れ止め CC-25

68
～
32
5

耐震クリップW

SZG支持材

CW-25

SZG固定金具

CC-25

CC-25

10
0

30
0以

内
25

38

C-100x50x20

振れ止め

900以内 900以内 900以内

※最端部の支持構造部材は背側を壁面に向けて設置すること。

●従来の吊り天井とは異なり、準構造化天井※1とすべく構造
設計された支持構造部に設置する天井下地です。

●主体構造部では実施が困難な仕上げ形状、天井板施工精度
の確保が可能な天井下地です。

●主体構造部と一体で動くとみなされる天井固有周期0.1秒
以下※2として設計可能な天井下地です。

●実大加振装置による耐震性能確認が実施された天井下地
です※3。

実大加振台（京都大学）にて神戸波・築館波・益城波の加振を実
施し耐震性能を確認しました。当社技術研究所にて静的な加力
試験も実施しており、その剛性・耐力を用いて、準構造化天井と
して 耐震設計が可能な天井下地です。

⇒ [仮設定] 20kg/㎡

⇒ [仮設定] 500㎡

⇒ [仮設定] 147N/mm

⇒ [仮設定]0.9m×0.9m＝0.81㎡
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熊本地震ＫＩＫ－ＮＥＴ益城（前震） ＥＷ方向の吊元応答加速度
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熊本地震ＫＩＫ－ＮＥＴ益城（前震） ＥＷ方向の天井面応答変位量

準構造化天井用下地SZG準構造化天井用下地SZG

m：天井面構成部材の単位面積質量(kg/㎡)
※

※シルタップ
　φ4ｘ16（別売）
　4本固定

シルタップ
φ4×16

※シルタップ（同梱）

準構造化天井用下地

野縁受け・振れ止め

耐震クリップ 専用ビス勾配切換え金具直角金具(入隅、出隅) 耐震RクリップW 耐震自在クリップW

野縁受けジョイント野縁ジョイント

CC-25
L=4000
L=5000

野縁
ジョイント25L=4000

L=5000

耐震
クリップW

固定金具①と②をボルト
で仮接合

横スライドし、位置決め
の上本固定

固定金具①を母屋に挿入 SZG支持材を縦スライド 位置決めの上、ビス固定固定金具① 固定金具②

調整高さ範囲
68～325mm

※

入隅 出隅


